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研究成果の概要（和文）： 
 身体機能の虚弱化要因は「加齢」のほかに「不活発なライフスタイル」であることがよく知
られる。しかし、なぜ高齢者が「不活発なライフスタイル」に陥るかは明らかではない。そこ
で本研究では、地域在住高齢者の身体活動量と外出形態、心理状態、ソーシャルネットワーク、
住居周辺の環境との関連性を検討した。その結果、１）ソーシャルネットワークは、高齢者の
身体活動量と直接的に関連するが、心理的ストレスを軽減することで間接的にも関連すること
や、２）自転車や乗物などの外出手段の利用頻度は身体活動量と正相関すること、３）歩行以
外の余暇活動は歩行よりも環境に左右されやすいことを見出した。 
 
研究成果の概要（英文）： 
  It is well-known that physical decline is caused by aging and sedentary lifestyle, however factors 
which induce sedentary lifestyle are still unclear. We investigated relationships of physical activity of 
community-dwelling older adults with transportation modes, psychological statuses, social networks, 
and neighborhood environments. Our results reveal that 1) social networks are directly related, and are 
indirectly related with physical activity through a reduction of psychological distress; 2) frequency of 
going out by bicycle and by motor vehicle are positively linked with physical activity; and 3) 
environmental characteristics would be more important for engaging in leisure-time physical activity 
except walking than for exercising by walking alone. 
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１．研究開始当初の背景 
 超高齢社会となって、介護状態にならない
ための「介護予防」が注目を浴びている（近
藤、2007）。2006 年 4 月から始まった新介護
保険制度では予防重視型システムへと移行
が図られ、これに伴い地方自治体では介護予
防事業が数多く実施されるようになった。中
でも運動器の機能向上プログラムは全国の
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約 60％の自治体で提供されており、その他の
プログラム（栄養改善：約 30％、口腔ケア：
約 25％）の提供率を凌ぐ（厚生労働省、2008）。 
 これまでに、医学（公衆衛生学や疫学）、
理学療法分野の専門家及び体育（健康体力）
学者たちを中心に運動器の機能向上プログ
ラムに関する実践的研究成果（介護予防プロ
グラム）は数多く提示されている（Bruce et al., 
2002 他多数）。そして、その根拠となる体
力・身体機能の虚弱化要因は「加齢」のほか
には「不活発なライフスタイル」であること
がよく知られる。しかし、なぜ高齢者が「不
活発なライフスタイル」に陥るかに関する検
討が十分になされているとは言いがたい。 
 
２．研究の目的 
 高齢者が「不活発なライフスタイル」に陥
る原因を明らかにするために、身体活動量の
関連要因を横断的・縦断的に検討する。 
 
３．研究の方法 
対象：茨城県笠間市の住民基本台帳より 65
歳から 85歳の高齢者 3,000名を無作為抽出し、
協力が得られた 570 名を対象とした。 
調査項目：「身体活動量（Physical Activity Scale 
for the Elderly）（Washburn et al., 1993）」、「抑
うつ度（Geriatric Depression Scale）（Sheikh & 
Yesavage, 1986）」、「ソーシャルネットワーク
（Lubben Social Network Scale）（Lubben, 
1988）」、「住居周辺の環境（International 
Physical Activity Questionnaire Environment 
Module）（Inoue et al., 2009）」、「自転車や乗物
（自家用車、バス、電車など）の利用頻度」
を質問紙によって評価した。また、体力測定
によって、握力、長座体前屈、全身選択反応
時間など計 12種類のデータを収集した。 
 
４．研究成果 
 
(1) 身体活動量と外出形態、心理、社会的項
目との関連 
 身体活動量の種類別に関連要因を検討し
た。その結果、「自転車や乗物を利用した外
出は、余暇活動量や仕事関連活動量と正の関
連を示す」こと、「ソーシャルネットワーク
は、余暇活動量および家庭内活動量と正の関
連を示す」ことを明らかとした（表 1）。 
(2) 身体活動量に関する仮説モデルの作成 
 身体活動量を取り巻く要因について共分
散構造分析を用いて整理した（図 1）。その結
果、ソーシャルネットワークが直接的に、ま
たストレスの緩和という観点から間接的に
も身体活動量に好ましい影響を与えること
が示唆された。 
 
(3) 身体活動量とソーシャルネットワーク、
抑うつ度の構成因子との関連 
 抑うつ度およびソーシャルネットワーク
の因子得点を算出し、各種身体活動量との関
連性を検討した。その結果、抑うつ度の中で
は、特に心理的エネルギーの減退が各身体活
動量とより強く関連した（表 2）。ソーシャル
ネットワークにおいては、男女で各身体活動
量と関連する因子が異なり、男性の身体活動
量の方が女性に比して、様々なソーシャルネ
ットワークと関連した。 
 
 また、身体活動量と世帯構成との関連性を
検討した結果、「複数の家族と同居すること
で、男性の家庭内活動量および女性の余暇活
動量が減少する（図 2）」ことが示唆された（角
田と大藏、2011）。 
 
〈外出形態〉
自転車利用頻度 .17 * .05 － .01 .10 *
乗物利用頻度 .11 .04 .25 * .23 *
〈抑うつ度〉
Geriatric Depression Scale － .09 － .11 － .08 － .16 *
〈ソーシャルネットワーク〉
Lubben Social Network Scale .17 * .21 * .04 .23 *
* P  < .05
調整済み r2 .12 .16 .11 .24
β : 年齢，性，教育年数，等価所得，喫煙歴，運動器疾患歴，脳血管疾患歴，
　　心臓疾患歴，糖尿病歴によって調整された標準偏回帰係数
表1 身体活動量に対する重回帰分析 （角田ら，日老年医学会雑誌 48: 516-523, 2011）
余暇活動量 家庭内活動量 仕事関連活動量 総活動量
β β β β
握力 長座体前屈 5回椅子立ち
上がり時間
Timed up 
and go
乗物
利用頻度
-.32*
.25*
-.41*
-.22*
-.13
.15*
-.59*
.25* .22
*
抑うつ度
ソーシャル
ネットワーク
長座位
起立時間
5 m通常
歩行時間
年齢
身体機能得点
睡眠時間
.16*
-.56* -.70
*.28*
-.52*
GFI = .925 AGFI = .877  CFI = .944  RMSEA = .058  χ2 / DF = 1.591
.17*
性
総活動量
* P < .05
運動器疾患歴
（大藏，第61回日本体育学会大会 測定評価専門分科会
優秀演題，2010）
図1 総活動量に関する仮説モデル
（ストレスの緩和）
Geriatric Depression Scale (GDS)
　GDS 得点† ― .29 * ― .14 ― .19 * ― .23 * ― .16 * ― .10 ― .33 * ― .27 *
〈 因子得点 〉
　うつ気分† ― .27 * ― .11 ― .15 ― .18 * ― .15 ― .08 ― .29 * ― .21 *
　ポジティブ感情の低下† ― .28 * ― .09 ― .10 ― .18 * ― .09 ― .01 ― .23 * ― .16 *
　エネルギー減退† ― .30 * ― .15 * ― .19 * ― .25 * ― .15 ― .09 ― .33 * ― .28 *
Lubben Social Network Scale (LSNS)
　LSNS得点 .25 * .22 * .26 * .29 * .17 * .04 .37 * .31 *
〈 因子得点 〉
　家族ネットワーク .27 * .13 .18 * .22 * .15 .12 .32 * .27 *
　友人ネットワーク .22 * .21 * .23 * .13 .12 .14 .30 * .26 *
　相互ソーシャルサポー
ト
.17 * .07 .25 * .21 * .12 ― .03 .29 * .15 *
* P  < .05
†値が低いほど高評価
調整変数: 年齢，教育年数，等価所得
男性
r
女性
r
男性
r
女性
r
男性
r
女性
r
男性
r
女性
r
余暇活動量 家庭内活動量 仕事関連活動量 総活動量
表2　身体活動量と抑うつ度，ソーシャルネットワークの因子得点 （角田と大藏，体育測定評価研究 11: 1-11, 2011）
  
 
(4) 歩行量、余暇活動量と住居周辺の環境と
の関連 
 Inoue et al.（2009）の International Physical 
Activity Questionnaire Environment Module（IPAQ
－E）に、「土地の傾斜」や「自転車、乗物（自
動車など）の利用状況」を加えた質問紙を用
い、高齢者の歩行量、歩行以外の余暇活動量
と関連する住居周辺の環境について検討を
行った（図 3、4）。歩行量は、「景観の良さ」
と正の関連を認めたが、「交通機関が近くに
ある」こととは負の関連を示し、先行研究
（Besser and Dannenberg, 2005; Sallis et al., 
2009）と相違した。一方、歩行以外の余暇活
動は多数の環境要因と正の関連を認め、歩行
よりも環境に左右されやすいことが示唆さ
れた。 
(5) 外出範囲の違いと身体活動量の経時変化 
 日常的に外出しない者は、不活動であるこ
とで知られているが（田中ら、2006）、外出
範囲の広狭と身体活動量の関連性について
は未だ不明な点が多い。本研究では、外出範
囲が歩行範囲にとどまる高齢者の身体活動
量は、極めて少なく、また、１年後、２年後
もその不活動な状態は続くことを明らかと
した（図 5）。 
 
 
＜今後の課題＞ 
 本研究では、因果関係にせまるような縦断
的検討ができなかった。今後は、縦断データ
の追跡率ならびに追跡年数を増やし、質の高
い縦断研究として、高齢者の身体活動量に影
響を与える要因を明らかにする必要がある。 
 
＜まとめ＞ 
①ソーシャルネットワークは、高齢者の身体
活動量と直接的に関連するが、心理的ストレ
スを軽減することで、間接的にも関連する。 
②高齢者の心理状態の中でも、特に心理的エ
ネルギーが減退している者は、不活動である
可能性が高い。 
③歩行以外の余暇活動は歩行よりも環境に
左右されやすい。 
④自転車や乗物などの外出手段の利用頻度
は身体活動量と関連する。また、日常の外出
範囲が歩行範囲にとどまる高齢者は、不活動
である可能性が高い。 
 ①から④の要因が不良である場合に、高齢
者は不活動に陥り、体力・身体機能が低下し
ていくと考えられる。 
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